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一
、
指
物
師
・
三
好
弥
次
兵
衞
の
生
涯
と
「
余
技
」

　

三
好
弥
次
兵
衞
（
木
屑
、
一
八
七
四
～
一
九
四
二
）
は
、
祖
父
・
淡
路
屋
弥
次
兵
衞

（
知
新
、
一
八
六
七
没
、
八
〇
歳
）
の
代
か
ら
続
く
指
物
師
で
、
そ
の
三
代
目
と
し
て

家
業
を
継
ぎ
、「
木
屑
」
の
号
の
ほ
か
に
「
木
屑
軒
」「
也
二
」「
知
孫
」
な
ど
と
名
乗
っ

て
い
る
。
代
々
弥
次
兵
衞
を
襲
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
祖
父
や
父
と
の
混
同
を
避
け
る

た
め
、
本
稿
で
は
三
代
目
の
弥
次
兵
衞
を
「
木
屑
」
の
号
で
呼
ぶ
こ
と
と
す
る
。

　

木
屑
の
祖
父
・
知
新
は
、
阿
州
三
好
郡
山
城
谷
郷
（
現
在
の
徳
島
県
三
好
市
山
城
谷

町
、
予
讃
線
阿
波
川
口
駅
の
近
く
）
の
出
身
で
、
文
化
五
年
（
一
八
〇
八
）
に
大
阪
問

屋
橋
南
（
現
在
の
大
阪
市
西
区
北
堀
江
周
辺
）
で
指
物
細
工
業
を
は
じ
め
、
の
ち
に
大

坂
城
代
御
用
を
命
ぜ
ら
れ
て
名
字
帯
刀
を
許
さ
れ
た
と
い
う
名
工
で
あ
っ
た
（「
郷
土

名
工
並
助
長
奨
励
功
労
者
小
伝
」（
一
九
三
四
）
に
よ
る
）。
明
治
七
年
（
一
八
七
四
）

八
月
に
、
父
・
弥
次
兵
衞
、
母
・
す
み
の
長
男
と
し
て
西
区
南
堀
江
で
生
ま
れ
た
木
屑

は
、
明
治
三
十
二
年
（
一
八
九
九
）
四
月
、
父
の
死
去
に
伴
い
家
督
を
相
続
、
明
治

三
十
五
年
（
一
九
〇
二
）
五
月
に
は
京
都
か
ら
河
合
ヨ
ネ
（
一
八
八
一
～
一
九
二
五
）

を
妻
に
迎
え
、
二
女
一
男
を
も
う
け
た
。
ま
た
、
大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
に
は
生
地

の
南
堀
江
か
ら
北
堀
江
二
丁
目
へ
転
居
し
、
晩
年
ま
で
こ
の
地
で
製
作
を
続
た
こ
と
も

確
認
さ
れ
て
い
る
。

　

木
屑
は
家
督
相
続
以
降
、
精
力
的
に
指
物
を
製
作
、
各
地
で
開
催
さ
れ
た
博
覧
会
や

共
進
会
へ
た
び
た
び
出
品
し
受
賞
を
重
ね
て
い
る
。
家
督
相
続
か
ら
間
も
な
い
明
治

大 阪 歴 史 博 物 館 　 研 究 紀 要
第18号（67）−（84）ページ　2020年3月
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三好弥次兵衞筆「香茶棚物図誌」（「香茶棚物寸法之図」）

三
十
六
年
（
一
九
〇
三
）
に
は
、
大
阪
・
天
王
寺
で
開
催
さ
れ
た
第
五
回
内
国
勧
業
博

覧
会
に
「
黒
檀
製
木
画
螺
鈿
折
足
卓
」
を
出
品
、
三
等
賞
を
獲
得
し
た
。
受
賞
作
の
記

録
写
真
が
残
っ
て
い
る
が
、
そ
の
折
足
卓
は
、
正
面
部
分
に
は
鉄
線
唐
草
文
、
足
に
は

花
弁
ら
し
き
文
様
を
施
し
た
作
品
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。

　

木
屑
と
い
え
ば
、
指
物
を
家
業
と
し
な
が
ら
も
じ
つ
に
幅
広
く
芸
道
の
修
養
を
積
ん

だ
こ
と
で
知
ら
れ
、
茶
道
・
煎
茶
・
書
画
・
和
歌
・
漢
詩
・
俳
句
な
ど
を
挙
げ
る
こ
と

が
で
き
る
。
幼
少
期
か
ら
学
ん
で
い
た
漢
詩
の
師
は
三
重
県
伊
賀
出
身
で
大
阪
朝
日
新

聞
の
記
者
も
務
め
た
磯い
そ
の
し
ゅ
う
し
よ

野
秋
渚
（
一
八
六
二
～
一
九
三
三
）
で
、
木
屑
は
折
々
に
本
格

的
な
漢
詩
を
詠
じ
て
い
る
の
は
、
そ
の
研
鑽
の
証
で
あ
ろ
う
。

　

茶
道
は
壮
年
時
代
に
三
代
木
津
宗
詮
（
聿
斎
・
宗
泉
、
一
八
六
二
～
一
九
三
九
）
に

入
門
し
て
武
者
小
路
千
家
官
休
庵
流
の
稽
古
を
は
じ
め
、
の
ち
に
京
都
の
家
元
へ
も
通
っ

て
指
導
を
受
け
て
い
る
。
武
者
小
路
千
家
十
二
代
家
元
・
愈
好
斎
聴
松
（
一
八
八
九
～

一
九
五
三
）
は
木
屑
の
人
と
な
り
や
仕
事
へ
の
取
り
組
み
方
に
つ
い
て
「
其
風
体
は
古

来
の
大
阪
職
人
そ
の
ま
ま
で
あ
っ
た
が
、
其
人
と
な
り
は
今
人
何
ぞ
と
云
ふ
と
理
屈
や

議
論
や
ら
で
無
理
に
芸
術
家
気
取
り
で
ゐ
る
人
々
と
は
大
違
ひ
で
、
腹
か
ら
の
芸
術
家

で
あ
っ
た
」
と
評
し
、
こ
れ
は
木
屑
が
「
常
に
美
的
創
意
を
産
み
出
す
芸
術
的
作
品
を

作
り
、
堂
々
た
る
見
識
を
抱
い
て
ゐ
た
か
ら
」
で
あ
り
、
こ
う
し
た
見
識
を
磨
く
根
底

に
は
木
屑
自
身
の
素
質
も
あ
る
が
、
そ
れ
以
上
に
重
要
な
こ
と
は
「
種
々
他
の
芸
術
に

精
進
し
て
其
素
質
を
愈
々
向
上
せ
し
め
、
高
き
気
品
を
醞
醸
す
る
事
に
励
め
た
」
た
め

と
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
愈
好
斎
に
よ
っ
て
高
い
芸
術
性
を
認
め
ら
れ
た
木
屑

は
、
愈
好
斎
好
み
の
道
具
製
作
も
多
々
手
が
け
て
い
た
。
そ
し
て
同
流
の
職
方
の
ひ
と

り
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
た
が
、
昭
和
十
四
年
（
一
九
三
九
）
の
夏
に
脳
溢
血
で
倒
れ

て
療
養
の
の
ち
、
昭
和
十
七
年
（
一
九
四
二
）
十
月
三
日
に
歿
し
た
。

　

木
屑
の
仕
事
で
特
筆
す
べ
き
は
、
指
物
師
で
あ
り
な
が
ら
髹
漆
、
蒔
絵
な
ど
の
漆
作

品
の
製
作
に
積
極
的
に
挑
み
、
成
功
さ
せ
た
こ
と
に
あ
る
だ
ろ
う
。
柴
田
是
真
（
一
八
〇
七

～
一
八
九
一
）
の
砂
張
塗
を
模
し
た
砂
張
盆
は
木
屑
の
「
余
技
」
を
代
表
す
る
品
で
あ

り
、
ま
た
当
時
の
数
奇
者
た

ち
が
所
蔵
し
た
数
々
の
名
物

道
具
を
漆
作
品
と
し
て
「
写

す
」
こ
と
を
試
み
て
も
い
る
。

木
屑
の
手
が
け
た
指
物
や

「
余
技
」
の
漆
工
作
品
に
は

佳
作
も
多
く
、
そ
の
圧
倒
的

な
出
来
映
え
か
ら
評
価
を
高

め
、
昭
和
六
十
年
（一九
八
五
）

に
愈
好
斎
の
三
十
三
回
忌
追

福
法
要
茶
会
が
京
都
・
大
徳

寺
に
お
い
て
盛
大
に
執
り
行

わ
れ
た
際
に
は
、
大
徳
寺
塔

頭
の
ひ
と
つ
玉
林
院
に
木
屑

作
品
を
展
示
す
る
展
観
席
が

設
け
ら
れ
た
ほ
ど
で
あ
る
。

二
、「
香
茶
棚
物
図
誌
」
と
平
瀬
露
香

　

本
稿
で
紹
介
す
る
「
香
茶
棚
物
図
誌
」（
個
人
蔵
、
別
名
「
香
茶
棚
物
寸
法
之
図
」。

以
下
「
図
誌
」
と
呼
ぶ
）
の
奥
書
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

第五回内国勧業博覧会で三等賞を受賞した黒檀製木画螺鈿折足卓
高さ 7 寸 5 分（約22.5cm）、長さ １ 尺 3 寸（約39cm）、

幅 2 尺 3 寸（約69cm）
（国立国会図書館デジタルコレクション

『第五回内國勸業博覽會美術館出品目録』（１903年）より転載）
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大阪歴史博物館　研究紀要　第18号（2020）

	

浪
華
平
瀬
氏
御
所
蔵
香
茶
棚
物
寸
法
之
図

	
　
　
　
　
　

計
八
拾
六
枚　

内
附
属
之
図
拾
七
枚

	
自
明
治
三
十
五
年
十
月　
　
　

指
物
師　

三
好
知
孫

	

至
三
十
六
年
十
一
月
而
成

　

奥
書
に
よ
る
と
、
第
五
回
内
国
博
開
催
の
前
年
に
あ
た
る
明
治
三
十
五
年
十
月
か
ら

翌
三
十
六
年
の
十
一
月
ま
で
の
十
三
ヶ
月
を
か
け
て
採
寸
記
録
さ
れ
た
図
誌
で
、
大
阪

の
両
替
商
千
草
屋
の
当
主
・
平
瀬
亀
之
輔
（
一
八
三
九
～
一
九
〇
八
）
が
所
蔵
す
る
、「
香
」

道
、「
茶
」
道
に
関
わ
る
棚
物
の
調
査
記
録
と
し
て
「
香
茶
棚
物
寸
法
之
図
」
八
十
六

図
が
作
成
さ
れ
た
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
史
料
名
に
つ
い
て
は
、
奥
書
に
「
香
茶
棚

物
寸
法
之
図
」
と
あ
る
が
、
本
稿
で
は
表
紙
の
記
載
か
ら
「
香
茶
棚
物
図
誌
」
と
し
た
。

ま
た
本
稿
で
は
、
木
屑
に
よ
っ
て
付
さ
れ
た
番
号
を
も
と
に
同
史
料
の
明
細
リ
ス
ト
を

作
成
す
る
と
と
も
に
、
一
部
に
つ
い
て
は
写
真
を
掲
載
し
て
い
る
の
で
参
照
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

　

こ
の
図
誌
の
製
作
に
関
し
て
は
、
平
瀬
の
別
家
に
生
ま
れ
、
阪
急
百
貨
店
美
術
部
顧

問
を
務
め
た
中
井
浩
水
（
新
三
郎
、
一
九
五
九
没
、
七
十
八
歳
）
が
「
大
阪
近
世
の
名

匠　

木
屑
軒
也
二
」（『
美
術
・
工
藝
』
昭
和
十
八
年
一
月
号
（
通
巻
第
十
号
））
の
な

か
で
、
露
香
自
身
が
家
に
伝
来
す
る
名
物
棚
の
図
誌
作
成
を
思
い
立
ち
、
某
氏
の
推
薦

に
よ
っ
て
二
十
歳
代
後
半
の
木
屑
に
作
成
を
依
頼
し
た
と
記
し
て
い
る
。
某
氏
と
は
木

屑
の
絵
の
師
匠
と
も
、
木
津
宗
泉
と
戸
田
露
朝
（
一
八
六
七
～
一
九
三
〇
）
の
ふ
た
り

と
も
い
わ
れ
て
い
る
が
定
か
で
は
な
い
ら
し
い
。
そ
し
て
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、

何
故
、
露
香
が
図
誌
作
成
を
企
図
し
た
の
か
と
い
う
点
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

木
屑
に
よ
っ
て
図
誌
が
作
成
さ
れ
た
明
治
三
十
五
年
か
ら
三
十
六
年
十
一
月
は
、
平

瀬
家
が
明
治
期
以
降
の
家
業
の
損
失
を
補
填
す
る
た
め
に
明
治
十
九
年
、
三
十
六
年
、

三
十
九
年
と
三
度
に
わ
た
っ
て
道
具
売
立
を
行
っ
た
第
二
回
入
札
の
準
備
か
ら
開
催
の

年
に
あ
た
る
こ
と
に
注
目
し
て
お
き
た
い
。
三
十
六
年
開
催
の
第
二
回
入
札
に
お
い
て

は
青
井
戸
茶
碗
「
柴
田
」
な
ど
が
想
定
外
の
高
値
を
よ
ん
だ
こ
と
に
よ
っ
て
「
平
瀬
相

場
」
と
ま
で
呼
ば
れ
る
成
功
を
収
め
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
稀
代
の
道
具
蒐
集
者
で
あ
っ

た
露
香
に
と
っ
て
、
家
業
損
失
の
補
填
の
た
め
と
は
い
い
な
が
ら
、
家
伝
の
、
あ
る
い

は
自
ら
蒐
集
し
た
道
具
を
売
立
で
失
う
こ
と
の
や
る
せ
な
さ
は
払
拭
す
る
こ
と
が
出
来

な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
こ
で
、
家
伝
の
あ
る
い
は
自
身
が
蒐
集
し
た
道
具
の
図

誌
作
成
を
企
図
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
図
誌
掲
載
の
棚
物
が
い
つ
平
瀬
家
を
離

れ
た
の
か
に
つ
い
て
は
今
後
慎
重
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
図
誌
製
作
の
背
景
に

は
、
こ
う
し
た
露
香
の
心
構
え
が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
同
時
に
、
こ
の
図
誌

は
の
ち
に
木
屑
の
指
物
製
作
に
大
い
に
活
か
さ
れ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
、
実
際
に
木
屑

は
水
指
棚
や
分
銅
棚
な
ど
複
数
の
棚
の
写
し
を
製
作
し
た
こ
と
も
確
認
さ
れ
て
い
る
。

［
参
考
］

・
大
阪
府
工
芸
協
会 「
郷
土
名
工
並
助
長
奨
励
功
労
者
小
伝
」（
一
九
三
四
）

・
第
五
回
内
國
勸
業
博
覽
會
事
務
局
編
『
第
五
回
内
國
勸
業
博
覽
會
美
術
館
出
品
目
録
』

（
一
九
〇
三
）

・
千
宗
守
「
風
與
思
記
」［
雑
誌
「
武
者
の
小
路
」
第
七
年
第
十
号
（
一
九
四
二
）
な
ら
び
に
第

八
年
第
二
号
（
一
九
四
三
）］

・
武
者
小
路
千
家
官
休
庵　

愈
好
斎
聴
松
宗
守
居
士
三
十
三
回
忌　

追
福
法
要
茶
会
記
念
誌

　
（
一
九
八
五
）

・
中
井
浩
水
「
大
阪
近
世
の
名
匠　

木
屑
軒
也
二
」（『
美
術
・
工
藝
』
昭
和
十
八
年
一
月
号

　
（
通
巻
第
十
号
、
一
九
四
三
）
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三好弥次兵衞筆「香茶棚物図誌」（「香茶棚物寸法之図」）

番号 掲載内容 図版
掲載

表紙 香茶棚物寸法之図 ○

1 遠州好桑之棚 ○

2 （詳細）幕板寸法 ○

3 （詳細）地板の透模様 ○

4 大円庵不昧居士遺什 ○

5 （詳細）棚板の透模様 ○

6 （詳細）地板、腰板の透模様 ○

7 （詳細）足の形、細透、七宝透 ○

8 遠州好志野香棚

9 （詳細）棚側面の透模様

10 利休好筋違棚 ○

11 宗和好袋棚　桐

12 一綴斎好桐自在棚

13 桐烏帽子棚

14 松花堂軒持器局　黒塗

15 （詳細）前の戸の模様

16 （詳細）後の模様

17 （詳細）右横の模様

18 （詳細）左横の模様

19 甫公好春慶棚

20 時代二重袋付蒔絵棚

21 和歌　あし鳥棚

22 蒔絵桑ノ袋棚

23 桑山宗仙竹棚

24 一綴斎好壷ゞ棚

25 （詳細）壷ゞ模様

26 遠州桑之糸巻棚　木地 ○

27 紹鴎棚　檜木春慶塗

28 直斎好桐袋棚

29 光悦好　杉柾之棚

30 宗和好　桑水指棚　すり漆 ○

31 （詳細）背面の空き、隅板の形状 ○

32 黒漆唐物棚　金具モール

33 黒漆夕顔棚

34 （詳細）棚板、柱の形状

35 桐四方棚

36 桐矢筈棚

37 利休好山里棚 ○

38 遠州好水指棚 ○

39 直斎好青漆梅棚

40 桐分銅棚 ○

41 遠州好桑志野棚 ○

42 （詳細）腰板の模様 ○

43 （詳細）腰板の模様 ○

番号 掲載内容 図版
掲載

44 桐品川棚　利斎之作

45 石州好水指棚　春慶ぬり

46 小堀家伝来四本柱ノ棚

47 （詳細）彫刻の図

48 利休好桐四方棚 ○

49 石州好桐車棚 ○

50 遠州好団扇二重棚

51 直斎好桐香座間棚 ○

52 直斎好妙喜庵ノ卓 ○

53 （詳細）金蒔絵の図 ○

54 （詳細）天板裏の烙印、書付 ○

55 黒漆いろ塗　餝溜志野香棚

56 桑袋棚　志野家香棚　雑賀半左衛門作

57 赤溜ぬり引払棚

58 判紋竹煎峯棚

59 直斎好竹ノ袋棚　竹柱紹鴎棚

60 桑志野棚

61 （詳細）台の前の形、横の綱透、戸袋の青貝細工
模様

62 葭棚　指物師　松井長以

63
珠光之竹台子　桐
奈良松屋源三郎伝来/後鴻池所有/後平瀬氏御蔵
トナル

○

64 直斎好竹柱桐四方棚

65 一綴斎好梅棚　指物師　市郎兵衛

66 赤春慶ぬり桐笈棚

67 （詳細）背面板の模様

68 黒漆いろ刷毛目　二重棚

69 春慶塗　宗仁棚

70 芝火棚

71 利休所持　机案 ○

72 利休所持桑脇息　左甚五郎作　今日庵伝来 ○

73 （詳細）天板半ノ図、足ノ図 ○

74 桐旅卓　指物師　竹林三右衛門

75 石臺子　ろいろ塗

76 桐丸卓　本名丸香臺　指物師　市郎兵衛

77 真ノ臺子　古宗哲造

78 遠州好桐分銅棚　指物師　竹林三右衛門 ○

79 桑ノ水指棚

80 （詳細）後板ノ透シほか

81 （詳細）後下ノ腰透シほか

82 孤篷庵伝来

83 総槻木　柱ハ黒柿

84 （詳細）後ノ腰透ほか

85 桑丸香棚

86 桐直斎好　竹ノ袋棚　桐竹柱紹鴎棚

裏表紙裏 書誌情報 ○

表　「香茶棚物図誌」（「香茶棚物寸法之図」）明細
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（71）

大阪歴史博物館　研究紀要　第18号（2020）

表紙　香茶棚物寸法之図

１ 　遠州好桑之棚
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（72）

三好弥次兵衞筆「香茶棚物図誌」（「香茶棚物寸法之図」）

2 　（詳細）幕板寸法

3 　（詳細）地板の透模様
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（73）

大阪歴史博物館　研究紀要　第18号（2020）

4 　大円庵不昧居士遺什

5 　（詳細）棚板の透模様
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（74）

三好弥次兵衞筆「香茶棚物図誌」（「香茶棚物寸法之図」）

6 　（詳細）地板、腰板の透模様

7 　（詳細）足の形、細透、七宝透

１0　利休好筋違棚
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（75）

大阪歴史博物館　研究紀要　第18号（2020）

26　遠州桑之糸巻棚　木地

30　宗和好　桑水指棚　すり漆
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（76）

三好弥次兵衞筆「香茶棚物図誌」（「香茶棚物寸法之図」）

3１　（詳細）背面の空き、隅板の形状

37　利休好山里棚

240411本文_たて0116.indd   76 2020/01/16   18:27



（77）

大阪歴史博物館　研究紀要　第18号（2020）

38　遠州好水指棚

40　桐分銅棚
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（78）

三好弥次兵衞筆「香茶棚物図誌」（「香茶棚物寸法之図」）

4１　遠州好桑志野棚

42　（詳細）腰板の模様

43　（詳細）腰板の模様
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（79）

大阪歴史博物館　研究紀要　第18号（2020）

48　利休好桐四方棚

49　石州好桐車棚

240411本文_たて0116.indd   79 2020/01/16   18:27



（80）

三好弥次兵衞筆「香茶棚物図誌」（「香茶棚物寸法之図」）

5１　直斎好桐香座間棚

52　直斎好妙喜庵ノ卓
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（81）

大阪歴史博物館　研究紀要　第18号（2020）

53　（詳細）金蒔絵の図

54　（詳細）天板裏の烙印、書付
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（82）

三好弥次兵衞筆「香茶棚物図誌」（「香茶棚物寸法之図」）

63　珠光之竹台子　桐

7１　利休所持　机案
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（83）

大阪歴史博物館　研究紀要　第18号（2020）

72　利休所持桑脇息　左甚五郎作　今日庵伝来

73　（詳細）天板半ノ図、足ノ図
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（84）

三好弥次兵衞筆「香茶棚物図誌」（「香茶棚物寸法之図」）

78　遠州好桐分銅棚　指物師　竹林三右衛門

裏表紙裏　書誌情報
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